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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠と、枠に開閉自在に取り付けた戸体と、開閉補助具とを備え、開閉補助具は、一方側
端を枠に取り付けたベースと、ベースに対してスライド自在に設けてあり且つ他方側端を
戸体に取り付けた摺動部材を有し、摺動部材は、ばねと、ダンパを有し、
　ばねは、戸体が全開と全閉との間の所定位置から閉じ切るまでの状態で、蓄積した付勢
力を解放して摺動部材を付勢することで、戸体を枠に引き寄せるものであり、ダンパは、
伸縮する部材であり、縮むことでばねの付勢に抗して戸体を閉じる際の衝撃を吸収するも
のであり、戸体を閉じ切る直前から閉じ切るまでは、縮んだ状態で保持されることで作用
しないことを特徴とする建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建具に関する。　
【背景技術】
【０００２】
　非特許文献１には、扉（戸体）を閉じる際に、ダンパで扉の急激な動きを抑制するドア
（建具）が開示されている。　
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００３】
【非特許文献１】第１１頁「三協アルミ　住宅建材　インテリア　総合カタログ　ウッデ
リアＶＳ／収納　室内ドア・室内引戸・クローゼット・可動間仕切　２０１５→２０１６
」カタログＮｏ．ＳＴＪ１０８６Ｂ　三協立山株式会社　三協アルミ社　２０１５年　５
月発行
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これに対して、戸体を閉じる際に、戸体の急激な動きを抑制しつつ戸体を確実に閉じ切
る建具が求められていた。　
【０００５】
　そこで、本発明は、戸体を閉じる際に、戸体の急激な動きを抑制しつつ戸体を確実に閉
じ切ることができる建具の提供を目的とする。　
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、枠と、枠に開閉自在に取り付けた戸体と、開閉補助具とを備
え、開閉補助具は、一方側端を枠に取り付けたベースと、ベースに対してスライド自在に
設けてあり且つ他方側端を戸体に取り付けた摺動部材を有し、摺動部材は、ばねと、ダン
パを有し、ばねは、戸体が全開と全閉との間の所定位置から閉じ切るまでの状態で、蓄積
した付勢力を解放して摺動部材を付勢することで、戸体を枠に引き寄せるものであり、ダ
ンパは、伸縮する部材であり、縮むことでばねの付勢に抗して戸体を閉じる際の衝撃を吸
収するものであり、戸体を閉じ切る直前から閉じ切るまでは、縮んだ状態で保持されるこ
とで作用しないことを特徴とする建具である。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、戸体が全開と全閉との間の所定位置から閉じ切るまで
は、開閉補助具のばねが蓄積した付勢力を解放して、戸体を枠に引き寄せると共に、閉じ
切る直前状態から閉じ切るまでの状態では、ダンパが作用しないでばねの付勢力のみが作
用して戸体を枠に引き寄せるから、戸体を確実に閉じ切ることができる。
　一方、ばねが蓄積した付勢力を解放して戸体を枠に引き寄せているときには、戸体を閉
じ切る直前まではばねの付勢に対してダンパが作用するから、戸体の急激な動きを抑制す
ることができる。　
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１実施の形態にかかる建具の横断面図であり、戸体が全閉状態と、半
開状態と、全開状態にあるときをそれぞれ示す図である。
【図２】図１に示す戸体が全閉状態にあるときの開閉補助具を拡大して示した横断面図で
ある。
【図３】図１に示す開閉補助具の横断面図であり、（ａ）は戸体の全閉状態、（ｂ）は戸
体の半開状態、（ｃ）は戸体の全開状態である。
【図４】図１に示す開閉補助具の横断面図であり、半開状態から全閉状態までの開閉補助
具の状態を（ａ）～（ｄ）に経時変化ごとに示す図である。
【図５】第１実施の形態にかかる建具を室内側から見た正面図である。
【図６】第２実施の形態にかかる建具を室内側から見た正面図であり、（ａ）は戸体の全
閉状態を示し、（ｂ）は戸体の全開状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、添付図面を参照して本発明の実施の形態について説明するが、まず、図１～図
５を参照して本発明の第１実施の形態について説明する。　
　図１及び図５に示すように、本実施の形態にかかる建具１は、ドアであり、枠３と、戸
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体５と、開閉補助具７とを備えている。戸体５は扉である。　
　図５に示すように、枠３は、戸先枠９と、戸尻枠１１と、上枠１３と、下枠１５とを枠
組みしてあり、戸尻枠１１には戸体５に連結したヒンジ１７（図１参照）が設けてある。
　戸体５は、戸先框１９と、戸尻框２１と、上框２３及び下框２５をガラス２８の四周に
組んであり、上框２３は及び下框２５は見付寸法を戸先框１９や戸尻框２１よりも小さく
していわゆるスリム框である。　
　開閉補助具７は、上枠１３と上框２５との間に取り付けてあり、ベース２７と、ベース
２７に対してスライド自在に設けた摺動部材２９とを備えている。ベース２７は中空部材
であり、戸尻側端（一方側端）を取付金具３１で上枠１３に取り付けてある。　
　摺動部材２９はベース２７の中空内を摺動自在な摺動部３５（図１参照）と、戸先側端
（他方側端）を取付金具３３で上框２３に取り付けたアーム３７とを備えている。　
　ベース２７及び摺動部材２９は、上框２３の見付け寸法内に収まって配置してある。　
【００１０】
　図２に示すように、ベース２７の中空内部には、その戸尻側（一方側）に閉トリガ３６
が設けてあり、戸先側（他方側）に開トリガ３８が設けてある。　
　摺動部材２９において、摺動部３５には、ばね３９と、ダンパ４１と、閉スライダ４３
と、開スライダ４５と、閉ラッチ４７、開ラッチ４９が設けてある。閉スライダ４３と開
スライダ４５とは、ベース２７の長手方向に間隔をあけて配置してあり且つ互いに独立し
てベース２７内を摺動自在としてある。　
　ばね３９は、引張ばねであり、一端を閉スライダ４３に、他端を開スライダ４５に固定
してある。　
　ダンパ４１は、油圧ダンパであり、ダンパ本体４１ａとピストン４１ｂとで構成してあ
り、ピストン４１ｂがダンパ本体４１ａに対して往復動するようにしてあり、ピストン４
１ｂの往復動をダンパ本体４１ａで緩衝している。ダンパ本体４１ａはダンパ取付部品４
０でベース２７にその長手方向にスライド自在に取り付けてある。ピストン４１ｂの戸尻
側端はカム５１を介して閉スライダ４３に当接自在に設けてある。ピストン４１ｂの戸尻
側端はカム５１との当接面４２が円弧状を成している。　
【００１１】
　閉ラッチ４７は支持軸４７ａで閉スライダ４３に回動自在に軸支されていると共に係合
軸４７ｂが閉ラッチ案内部材５３の閉ラッチ案内溝５５に係合している。閉ラッチ案内溝
５５は、閉ラッチ４７を傾斜した状態（図３（ｂ）参照）で保持する垂直溝部５５ａと、
閉ラッチ４７を水平方向にスライド自在な水平溝部５５ｂとを連続して備えている。尚、
閉ラッチ案内部材５３は摺動部３５の戸尻側端に設けあり、閉スライダ４３に対してスラ
イド自在としてある。　
　一方、開ラッチ４９は、支持軸４９ａで開スライダ４５に回動自在に軸支されていると
共に係合軸４９ｂが摺動部３５の戸先側端部５７に設けた開ラッチ案内溝５９に係合して
いる。開ラッチ案内溝５９は開ラッチ４９を傾斜した状態で保持する垂直溝部５９ａと、
開ラッチ４９を水平方向にスライド自在な水平溝部５９ｂとを連続して備えている。　
　カム５１は支持軸５１ａで閉スライダ４３に回動自在に軸支されていると共に係合軸５
１ｂが閉ラッチ案内部材５３に設けたカム案内溝６１に係合している。カム案内溝６１は
カム５１を傾斜位置に案内する傾斜溝部６１ａと、カム５１を水平方向にスライド自在な
水平溝部６１ｂとを連続して備えている。また、カム５１のピストン側面はピストン４１
ｂのカム当接面４２と略一致する円弧面に形成してあり、カム５１の係合軸５１ｂがカム
案内溝６１の水平溝部６１ｂから傾斜溝部６１ａを移動するときにピストン４１ｂは閉ス
ライダ４３に対して相対的に停止して、ダンパ４１の抵抗を受けないようにしてカム５１
が傾動し、ピストン４１ｂと閉スライダ４３とが当接するようにしてある。　
【００１２】
　次に、本実施の形態にかかる建具の開閉動作について説明するが、まず、戸体５の全開
状態について説明する。　
　図１及び図３（ｃ）に示すように、戸体５が全開状態にあるときには、アーム３７はベ
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ース２７から最も引き出されて戸先側に位置した状態にあり、開ラッチ４９は開トリガ３
８に係合している。一方、閉ラッチ４７ではその係合軸４７ｂが、閉ラッチ案内溝５５の
垂直溝部５５ａに位置しており、閉ラッチ４７は閉スライダ４３に固定した状態にある。
一端を閉スライダ４３に他端を開スライダ４５に固定してあるばね３９は、最も縮んだ状
態にある。この全開状態では、ばね３９の一方側端を固定している閉スライダ４３とダン
パ４１のピストン４１ｂとの間にはカム５１が介在されている。　
【００１３】
　図１に示す全開状態から開側所定位置Ｍ２へ向けて戸体を閉じていくと、開閉補助具７
では、図３（ｃ）に示す状態から、アーム３７がベース２７へ押し込まれていく（図３（
ｃ）中右側から左側へ移動してく）。これに伴い、開ラッチ４９の係合軸４９ｂは、開ラ
ッチ案内溝５９の水平溝部５９ｂを相対的に左側から右側へ移動していく。　
　戸体５が開側所定位置Ｍ２の手前に到達すると、開ラッチ４９の係合軸４９ｂが案内溝
５９の垂直溝部５９ａとの交差位置に位置し、その位置で更に戸体５が開くことで、ばね
３９が引き伸ばされていく。　
　そして、戸体５が開側所定位置Ｍ２に到達すると、ばね３９が最大に引き伸ばされ、こ
の状態で、開ラッチ４９の係合軸４９ｂが垂直溝部５９ａに移動して、開ラッチ４９が図
３（ｂ）に示すように、傾斜した状態になり、開トリガ３８から外れて、開ラッチ４９は
傾斜した状態のまま開スライダ４５に保持される。これにより、開閉補助具７は、図３（
ｂ）に示す半開状態になる。　
【００１４】
　更に、図１に示す半開状態の開側所定位置Ｍ２から閉側所定位置Ｍ１の手前まで、戸体
５を閉じていくと、この間では、開閉補助具７は、図３（ｂ）に示すように、ばね３９は
、その一端を固定した開スライダ４３と、他端を固定した閉スライダ４５との間で引っ張
った状態が保持されており、その状態のままアーム３７がベース２７に押し込まれていく
（図３（ｂ）中右側から左側へ移動してく）。　
【００１５】
　次に、図４を参照して、半開状態の閉側所定位置Ｍ１から閉じ切り（全閉）操作につい
て説明する。図１に示すように、閉側所定位置Ｍ１から全閉状態まで、戸体５は領域Ｒ１
を移動する。　
　図４（ａ）は、図１に示す閉側所定位置Ｍ１の状態である。この状態では、閉ラッチ４
７が閉トリガ３６に近接して、係合する直前の位置にある。ばね３９は、伸びた状態が保
持されており、付勢力を蓄積した状態にある。また、閉ラッチ４７の係合軸４７ｂは閉ラ
ッチ案内溝５５の垂直溝部５５ａに位置している。　
　尚、図４（ａ）に示すＳ１は、ダンパ４１が作用して戸体５を閉じるときの衝撃を吸収
している間の距離であり、本実施の形態では、Ｓ１は２５ｍｍである。　
　図４（ｂ）に示すように、更に、戸体５が閉じられると、閉ラッチ４７が閉トリガ３６
に係合して、ばね３９の付勢力により、ベース２７に対して摺動部３５を戸尻側に引き寄
せるため、戸体を閉じる際の補助的な作用が働く。また、閉ラッチ４７の係合軸４７ｂは
閉ラッチ案内溝５５の垂直溝部５５ａから水平溝部５５ｂに移動し、水平溝部５５ｂを移
動することで、閉ラッチ４７は閉ラッチ案内部材５３に対して相対的に移動する。　
　また、ばね３９は伸びた状態から付勢力を解放して縮み始めるが、ばね３９の付勢力に
対してダンパ４１が作用し、ばね３９が付勢力を急激に解放するのを緩衝する。したがっ
て、ばね３９はゆっくりと縮む。また、ダンパ４１の作用により、戸体５の動きが緩衝さ
れ、急激に閉じられる衝撃を吸収する。　
　更に、カム５１は、ピストン４１ｂのカム当接面４２に当接した状態で閉スライダ４３
と共にカム案内溝６１の水平溝部６１ｂを移動する。　
　この図４（ａ）の半開状態から図４（ｃ）の閉じ切る直前状態（図１のＭ３）までは、
アーム３７が図中左側へ移動し、閉ラッチ４７が閉トリガ３６に係合した後は、相対的に
閉スライダ４３がピストン４１ｂを図中左側から右側へ押し付ける力が働き、ダンパ本体
４１ａに対してピストン４１が縮む。　
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【００１６】
　図４（ｃ）に示すように、閉じ切る直前状態（図１のＭ３）では、カム５１の係合軸５
１ｂはカム案内溝６１の水平溝部６１ｂから傾斜溝部６１ａとの交差位置にある。この位
置ではまだピストン４１ｂと閉スライダ４３との間にはカム５１が介在しており、ピスト
ン４１ｂと閉スライダ４３との間は所定間隔をあけた状態で保持される。一方、ばね３９
は縮んだ状態にあるが、縮み切るまで（閉じ切り状態まで）にはまだＳ２の縮み代が残っ
ている。Ｓ２は約５ｍｍである。　
　一方、ダンパ４１では、ピストン４１ｂはダンパ本体４１ａに対してＳ１（図４（ａ）
参照）縮むが、僅かな縮代を残して縮んだ状態にあり、カム５１によりその状態が保持さ
れ、その状態から図４（ｄ）に示す閉じ切り状態までのＳ２分では下記するようにダンパ
４１は作用しない。　
　次に、図４（ｃ）から図４（ｄ）に示すように、カム５１では、カム５１の係合軸５１
ｂが、カム案内溝６１の傾斜溝部６１ａを移動することで、カム５１が傾斜して下がり、
ピストン４１ｂが閉スライダ４３に当接するまで移動が可能になる。　
　閉じ動作している戸体５が閉じ切り直前状態（図１のＭ３）を過ぎると、カム５１は傾
斜溝部６１ａを移動しつつ、ばね３９が付勢力を解放しつつ縮んでアーム３７を一方側へ
引き寄せることで、戸体５を枠３に引き寄せ、ばね３９がＳ２だけ縮んだところで、閉ス
ライダ４３がピストン４１ｂに当接して戸体５を枠３に閉じ切る。　
　このように、図４（ｃ）から図４（ｄ）の閉じ切り動作時の距離Ｓ２では、ばね３９の
みが作用し、ダンパ４１の抵抗は作用しない。　
【００１７】
　次に、戸体５の全閉状態について説明する。
　図１及び図３（ａ）に示すように、戸体５が全閉状態（閉じ切り状態）にあるときには
開閉補助具７では、摺動部材２９はベース２７の内部に最も押し込まれた位置にある。図
３（ａ）に示すように、この状態において、閉ラッチ４７は閉トリガ３６に係合している
と共に閉ラッチ４７の係合軸４７ｂは閉ラッチ案内溝５５の水平溝部５５ｂに位置してい
る。ダンパ４１ではピストン４１ｂがダンパ本体４１ａに対して縮んだ位置にある。尚、
開ラッチ４９では係合軸４９ｂがラッチ案内溝５９の垂直溝部５９ａに位置し、開ラッチ
４９は傾斜した状態になっている。　
【００１８】
　次は、全閉状態から戸体５を開く動作を説明する。　
　戸体５の全閉状態（図３（ａ）参照）から戸体５を開いて、図１に示す半開状態の閉側
所定位置Ｍ１の角度（図１に示す領域Ｒ１）まで開いていくときには、開閉補助具７は、
図３（ａ）に示す全閉状態において、アーム３７が戸先側（他方側）に引き出される。こ
れにより、閉ラッチ４７は閉トリガ３６に係合した状態のまま、摺動部３５がベース２７
内を戸先側へ移動し、閉ラッチ４７の係合軸４７ｂは閉ラッチ案内溝５５の水平溝部５５
ｂを移動した後に、図３（ｂ）に示すように、垂直溝部５５ａに入り込み、閉スライダ４
３に対して閉ラッチ４７が保持される。　
　一方、図３（ａ）に示すように、戸体５の全閉状態から戸体５を開いていくときには、
閉スライダ４３は開トリガ３６ｂに係合した状態にあり、開スライダ４５がダンパ本体４
１ａと共に戸先側へ移動し、一端を閉スライダ４３に、他端を開スライダ４５に固定され
ているばね３９が引き伸ばされると共に、閉ラッチ４７の係合軸４７ｂが水平溝部５５ｂ
を移動した後垂直溝部５５ａに移動し、図３（ｂ）に示すように、閉ラッチ４７が傾斜し
た状態になって閉トリガ３６から外れて、その位置で閉スライダ４３が保持されて、半開
状態となる。即ち、図３（ｂ）に示す半開状態では、ばね３９は最も引き伸ばされた状態
で保持され、ばね３９は付勢力が蓄積された状態になる。ダンパ４１では、ピストン４１
ｂがダンパ本体４１ａに対して最も引き伸ばされた状態で保持されるので、ダンパ４１は
作用しない。尚、この半開状態では、摺動部３５はベース２７内を摺動自在である。
　図３（ａ）に示す全閉状態から図３（ｂ）に示す半開状態の閉側所定位置Ｍ１（図１参
照）に至る角度（領域Ｒ１）は、０°～２０°である。　



(6) JP 6771943 B2 2020.10.21

10

20

30

40

50

　図３（ｂ）に示す半開状態は、図１に示す閉側所定位置Ｍ１～開側所定位置Ｍ２の間（
領域Ｒ３）における状態であり、領域Ｒ３の角度は２０°～７０°である。　
　戸体５を開く操作において、図１に示す閉側所定位置Ｍ１から開側所定位置Ｍ２までの
半開状態では、図３（ｂ）において、アーム３７がベース２７から引き出される方向（図
中右側）へ移動していく。　
【００１９】
　そして、図１に示す半開状態の開側所定位置Ｍ２を越えて戸体５が更に開いていくと、
図３（ｂ）（ｃ）に示すように、開ラッチ４９が開トリガ３８に係合して、ばね３９の付
勢力により、摺動部３５がベース２７内を戸先側へ移動して、戸体を開ける際の補助的な
作用が働く。また、開ラッチ４９の係合軸４９ｂは、開ラッチ案内溝５９の垂直溝部５９
ａから水平溝部５９ｂに移動し、更に戸体５を開くと、図３（ｃ）に示すように、摺動部
３５の移動と共に係合軸４９ｂが水平溝部５９ｂを移動して、全開状態となる。　
　一方、開ラッチ４９が開トリガ３８に係合した後、開ラッチ４９の係合軸４９ｂが水平
溝部５９ｂを移動していくときには、ばね３９は蓄積した付勢力を解放しつつ次第に縮む
。ダンパ４１では、ばね３９の付勢力に抗してダンパ本体４１ａに対してピストン４１ｂ
が緩衝されつつダンパ本体４１ａ側へ移動する。この図３（ｂ）の半開状態から図３（ｃ
）の全開状態までは、アーム３７が図中右側（他方側）へ移動し、開ラッチ４９が開トリ
ガ３８に係合した後は、相対的に開スライダ４５がダンパ本体４１ａを図中右側から左側
へ押し付ける力が働き、ダンパ本体４１ａに対してピストン４１が縮む。そして、図３（
ｃ）に示す全開状態ではばね３９及びダンパ４１は最も縮んだ状態になる。　
　図１に示す半開状態の開側所定位置Ｍ２から全開状態までの間（領域Ｒ２）の角度は、
７０°～９０°である。この間の開き操作では、戸体５の開き操作に対してダンパ４１が
作用しているので、急激な開き操作に対して緩衝することができると共にばね３９が蓄積
した付勢力を解放するので開き力を軽減できる。　
【００２０】
　本実施の形態の作用効果について説明する。
　図４（ａ）から（ｄ）及び図１の閉側所定位置Ｍ１から全閉状態で示すように、戸体５
を半開状態の閉側所定位置Ｍ１から閉じ切る（全閉）までは、開閉補助具７では、ばね３
９が蓄積した付勢力を解放して、戸体５を枠３に引き寄せると共に、図４（ｃ）（ｄ）及
び図１の閉じ切る直前状態Ｍ３から全閉状態で示すように、戸体５を閉じ切る直前からは
、ダンパ４１が作用しないでばね３９の付勢力のみが作用して戸体５を枠３に引き寄せる
から、戸体５を確実に閉じ切ることができる。　
　一方、図４（ａ）から（ｃ）で示すように、図１の閉側所定位置Ｍ１から閉じ切る直前
状態Ｍ３までは、ダンパ４１が摺動部材２９の動きを緩衝することで戸体５の急激な動き
を抑制できる。　
　換言すれば、本実施の形態では、摺動部材３５がばね３９と、ばね３９に抗するダンパ
４１とを有しており、戸体５を閉じるときには、ばね３９と、ダンパ４１が同時に縮み、
閉じ切る直前からばね３９のみが縮むことで戸体５を枠３に引き寄せているのである。　
【００２１】
　また、図１の半開状態の閉側所定位置Ｍ１～開側所定位置Ｍ２の間では、図３（ｂ）に
示すように、ばね３９やダンパ４１が作用しないから、軽い力で戸体５の開閉ができる。
　図１に示すように、戸体５が半開状態の閉側所定位置Ｍ１から閉じ切る直前状態Ｍ３に
至る操作及び戸体５が半開状態の開側所定位置Ｍ２から全開状態にするときでは、いずれ
もダンパ４１が作用して、戸体５の閉じ動作時及び開き動作時の衝撃を緩衝することがで
きる。　
　図１及び図２に示すように、開閉補助具７は、中空部を有するベース２７と、摺動部３
５がベース２７の中空部内を摺動する摺動部材２９とからなる構成とし、ベース２７から
はアーム３７のみが突出して、ベース２７内にある摺動部３５にばね３９とダンパ４１を
設ける構成としているから、摺動部３５の内部構造が外から見えないので外観が良い。更
に、図５に示すように、開閉補助具７はベース２７の一方側端を上枠１３に取り付け、摺
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動部材２９の他方側端を上框２３に取り付けて、上框２３や上枠１３の見付け寸法内に納
める構成としているので、意匠性が良い。　
　図３（ｃ）及び図１に示すように、全開状態では戸体５が閉じ側へ移動しようとすると
ダンパ４１が作用して、開いた状態を保持すると共に衝撃を吸収できるので開き状態にあ
る戸体５の煽りを防止できる。　
【００２２】
　以下に本発明の他の実施の形態を説明するが、以下に説明する実施の形態において、上
述した第１実施の形態と同一の作用効果を奏する部分には同一の符号を付することにより
その部分の詳細な説明を省略し、以下の説明では第１実施の形態と主に異なる点を説明す
る。　
　図６に、本発明の第２実施の形態にかかる建具１を示す。この第２実施の形態にかかる
建具１は引戸であり、戸体５は引戸障子である。開閉補助具７は、ベース２７をその戸先
側端（一方側端）と共に全体を上枠１３の長手方向に取り付け、摺動部材２９は召合せ側
端（他方側端）を戸体５の召合せ側に位置する上框２３に取り付けている。　
　図６（ａ）に示すように、戸体５の全閉状態では、戸体５の戸先框１９が戸先枠（枠）
９に引き寄せられた状態で閉じてあり、摺動部材２９のアーム３７はベース２７に深く入
り込んで、開閉補助具７は図３（ａ）示す状態となる。一方、図６（ｂ）に示すように、
戸体５の全開状態では、アーム３７はベース２７から引き出された状態であり、開閉補助
具７は図３（ｃ）に示す状態となる。尚、図６（ｂ）には、第１実施の形態における戸体
５の所定位置Ｍ１、Ｍ２及び閉じ切る直前状態Ｍ３に対応する位置の符号をそれぞれ示し
ている。　
　そして、図６（ａ）に示す戸体５が半開状態の閉側所定位置Ｍ１と開側所定位置Ｍ２と
の間では、図３（ｂ）に示すように、ばね３９は付勢力を蓄積すると共にダンパ４１が作
用しない状態になる。　
　この第２実施の形態にかかる建具（引戸）１においても、第１実施の形態にかかる建具
（ドア）１と同様の作用効果を奏することができる。　
【００２３】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲
で種々変形可能である。　
　例えば、ダンパ４１はオイルダンパに限らず、ガスダンパーであっても良く、ダンパ４
１の種類は限定されない。　
　本発明において、開閉補助具７は、全開操作と全閉操作の両方の操作を補助することに
限らず、全閉操作のみを補助するものであっても良い。例えば、第１及び第２実施の形態
において、開トリガ３８や開ラッチ４９を設けないで、開スライダ４５を摺動部材３５に
固定した構成とし、戸体５を半開状態の開側所定位置Ｍ２から全開状態にするときにはば
ね３９が蓄積した付勢力を解放しないで、閉側所定位置Ｍ１から全閉状態にするときにの
みばね３９が蓄積した付勢力を解放する構成としても良い。　
　第１実施の形態において、開閉補助具のベース２７は上枠１３に限らず戸尻枠１１の上
部に取り付け、摺動部材２９の他方側端は、上框２５に限らず、戸先框１９の上部に取り
付けるものであっても良い。　
　第２実施の形態において、開閉補助具７は、上枠１３の室内側見付け面に配置しても良
い。　
【符号の説明】
【００２４】
　１　　建具
　３　　枠
　５　　戸体
　７　　開閉補助具
　２７　ベース
　２９　摺動部材
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　３９　ばね
　４１　ダンパ
　Ｍ１　閉側所定位置（所定位置）

【図１】 【図２】
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